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芦田川水系福川
（福山市）

加茂川水系田万理川
（竹原市）

野呂川水系中畑川
（呉市）

沼田川水系沼田川
（三原市）

太田川水系榎川
（安芸郡府中町）

太田川水系三篠川
（広島市）

広島県の河川災害の状況と課題
広島大学大学院工学研究科 河原能久
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調査の体制と調査河川
1. 広島大学

• 河原能久，内田龍彦，北真人，李漢洙

2. 広島工業大学

• 田中健路

3. 呉工業高等専門学校

• 黒川岳司

4. 協力要請機関

• 国土交通省中国地方整備局

• 広島県庁河川課

• ルーチェサーチ

5. 土木学会水工学委員会

• 竹林洋史

水系名 河川名

太田川水系

三篠川

根谷川

榎川

瀬野川水系 瀬野川

野呂川水系
中畑川

野呂川

黒瀬川水系

黒瀬川

笹野川

賀茂川

沼田川水系

沼田川

菅川

梨和川

三次川

仏通寺川

天井川

本郷川水系 本郷川

芦田川水系
福川

吉野川
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広島県管理河川の出水の概要

出典：広島県「平成30年7月豪雨災害を踏まえた今後の水害・土砂災害対策のあり方検討会」資料
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広島県管理河川の被災の概要

出典：広島県「平成30年7月豪雨災害を踏まえた今後の水害・土砂災害対策のあり方検討会」資料
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広島県における河川災害の特徴

広範囲にわたって記録的な降水量の豪雨

1. 洪水流下能力不足による越流や破堤による外水氾濫。
（河道内の土砂堆積，樹木群の繁茂）。→ 沼田川

2. 本川への排水不良による支川での内水氾濫。

3. 土石流によって河川に供給された多量の土砂や流木に
よる越流や護岸・橋脚の損傷。

4. 河道の湾曲部の外岸側や水衝部，取水堰下流における
護岸の破壊や側岸侵食の発生。→ 瀬野川

5. ダムや排水ポンプ，水門操作による浸水の拡大。

6. 主要道，取水場，変電所の被災。
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瀬野川での水位の時間的変化

出典：広島県「平成30年7月豪雨災害を踏まえた今後の水害・土砂災害対策のあり方検討会」資料

• 継続時間雨量
1,2,3,6,12,24時間降水
量は昭和30年以降で
最大。

• 確率規模
1～3時間雨量：
1/100～1/200

24時間雨量：
1/200以上
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瀬野川の護岸の被災

大規模な側岸侵食

https://saigai.gsi.go.jp/1/
H30_07gouu/0711hiros
himasakamachi/photo/q
v/002_0032-qv.jpg

国道2号線の被災
出典：中国新聞2018年7月8日
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瀬野駅周辺における浸水深分布

榎ノ山川

瀬野川

土砂堆積

1.8 m

1.6 m

1.4 m

1.2 m

1.0 m

0.8 m

0.6 m

https://saigai.gsi.go.jp/1/H30_07gouu/0711hir
oshimasakamachi/photo/qv/001_0027-qv.jpg

JR山陽線瀬野駅
上り側の状況

落橋
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沼田川流域の概要

出典：広島県「平成30年7月豪雨災害を踏まえた今後の水害・土砂災害対策のあり方検討会」資料
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沼田川での水位の時間的変化
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観測史上最高水位を記録。
出典：広島県「平成30年7月豪雨災害を踏まえた今後の水害・土砂災害対策のあり方検討会」資料
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沼田川の越水・破堤氾濫（船木地区）

沼田川と菅川の水位ハイドログラフ

船木大橋上流部
左岸における越
流と侵食。

水位計（船木）
水位計（菅川橋）

破堤

破堤

破堤

破堤

越流侵食

越流侵食

越流
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沼田川の被害状況

沼田東水位観測所

七宝水位観測所

本郷水位観測所

菅川橋水位観測所

船木水位観測所

南方水位観測所

菅川

梨和川

沼田川

仏通寺川

天井川

三次川

尾原川

出典：広島県「平成30年7月豪雨災害を踏まえた今後の水害・土砂災害対策のあり方検討会」資料
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沼田川（船木地区）の河道の変化

ルーチェサーチ(株)によるUAV撮影
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沼田川（船木地区）の洪水痕跡水位
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船木大橋での水位は，湾曲の影響を受けて右岸で高く，越流に影響。
船木大橋周辺での堆積土砂や植生の繁茂等が越流に及ぼした影響の評価。
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河川災害の軽減に関する課題

1. 中小河川の治水計画の検討。
（河道改修，流域対策，治水施設の高度利用等）。

2. 堤防の維持管理や排水機場ポンプ，ゲートの管
理・運用体制の検討。

3. 豪雨災害に関する行政，住民，マスコミのリスク
コミュニケーションの促進。（ハザードマップ，避難所
の確認）。

4. 河川災害のデータベースの作成。

5. 河道の被害に対する2次元数値解析の実施。

6. SNSの災害情報の収集や避難活動への活用。


